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総合計画
の体系

学校教育課総務係

係長　芳賀　善範

戦略ビジョン

政策分類

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

単独事業 一般財源 1,864

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　各関係機関との連携を図り、教育委員
会議を円滑に運営し、教育行政を推進す
ることができた。教育委員会議は、定例会
６回、臨時会８回開催した。

　教育委員の道外先進地視察研修を実
施することにより、地域力・教育力など地
域の実情について学びながら、ニセコ町に
おける教育委員の資質向上を図る。

教育費

今後の事業方針 Ｂ

事業実施時の問題点・検討課題

　教育に関する情報等を的確に把握し、施策
に即応できる体制を構築する。学校等の教育
機関との連携を図り、情報伝達や情報共有の
効率化に努める。また教育委員の資質向上の
ため教育視察研修を実施し、ニセコ町に教育
事情に応じた視察研修を行う。

担当課係名

担当者職氏名

国庫支出金

その他

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

９．学校教育

事
業
目
的
・
目
標

　地方教育行政の組織及び運営に関する法律により
組織構成する教育委員会を円滑に運営することで、
学校教育・社会教育・社会体育・生涯学習・文化の発
展を目的とし、本町教育行政を推進し確立させる。教
育委員の資質向上を図るため道内研修を実施する。

1,864
予
算
科
目

決　算　額
当初予算額

10
事
業
費

（

千
円

）

一般会計 1,949

経費区分
経常的経費

起債

24 年度

事業コード 137200-00

事業期間 24事業名 教育委員会経費 細事業名 - 

細事業名 - 事業期間

01 教育委員会費 道支出金

01 教育総務費
財
源
内
訳

事業コード 137400-00

事業名 教育委員会事務局経費 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　教育委員会事務局総務事務として、教育長の動静
確認、教育委員会各担当係及び学校等教育機関と
の調整、転入教職員の校外研修、教育委員会公用
車の管理等の円滑な遂行を図る。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 6,211
10 教育費 決　算　額 5,005

02 事務局費 道支出金

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 5,005

起債

来年度への課題・改善点等

　業務量の増加により経常経費が増加傾向に
あるが、業務の計画的な執行に努める。

　業務量の増加により、同時進行での業
務遂行が必要となり、一部業務の遅延が
生じたが、計画していた教育委員会事務
局総務事務を実施することができた。

　法令・規則に従い行わなければならない
業務が多く、特に教職員の服務に係る調
査・通知等迅速に対応が必要な業務が重
なっていることから、業務量を減らせない
状況にあるが、計画的に業務の執行に努
めていく必要がある。

担当者職氏名 係長　芳賀　善範

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

担当課係名 総合計画
の体系

戦略ビジョン

政策分類

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

学校教育課総務係

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし
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事業期間事業名 教職員住宅維持管理経費 細事業名 - 

事業コード 137500-00

24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　教育委員会で所管する小・中・高等学校職員の住
宅の維持管理及び修繕を適正に行い、居住環境を整
える。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,408
10 教育費 決　算　額 2,343

03 教職員住宅費 道支出金

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

経費区分
経常的経費 教員住宅貸付料等 0
単独事業 一般財源 2,343

起債

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　教員住宅の老朽化により、修繕箇所が多い
ことから、修繕要望がある箇所について計画
的に修繕を行なうとともに、適宜修繕箇所の
聴取及び現状把握を行なう。また、入居者に
対して住宅の適正な維持管理・草刈・除雪等
の環境整備を引き続き啓発する。

　教員住宅は、建築後３０年以上を経過し
ている物件が３９戸中１７戸あり、老朽化に
よる修繕箇所が多い。極力経費のかから
ない修繕で対応している。予算の範囲内
で対応できない改修内容は別途改修工
事の検討を行う必要がある。

　破損箇所が多い住宅があることから、破
損状況を確認しながら、随時改修工事を
行う。また教員住宅の改修を計画的に実
施し、住宅の長期利用を促進していくため
次年度予算計上に向けた業務を進めてい
く。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ
　教職員住宅の維持管理にかかる経費は、必要な経費であると考えるが、入居者が屋根の雪
の除雪や住宅回りの草刈等維持管理に従事することが重要である。

137600-00

事業名 教職員住宅改修事業 年度24細事業名 - 事業期間 24

事業コード

教育費10

経費区分
投資的経費
単独事業

03 教職員住宅費 道支出金

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 14,086

起債
教員住宅貸付料等 7,345

決　算　額 14,086

一般財源 6,741

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

　教育委員会で所管する小・中・高等学校の教職員
住宅を整備し、居住環境を充実させるため、教員住
宅の改装工事、雪止めフェンス設置工事、屋根及び
木部塗装工事及び解体工事を実施する。

予
算
科
目

一般会計

　建築部局との連携を取りながら、事業の早
期実施により教員住宅の不足する状況を解消
していく必要がある。
　また、必要な改修も計画的に実施し老朽化
による居住環境を改善する必要もある。

　教員住宅改修工事は、他業務との同時
進行により一部遅延が生じたが、計画した
工事は実施完了した。また、年次計画に
伴う次年度改修工事の現況確認も実施し
た。

　老朽化した住宅が多いため、次年度以
降も計画的に継続した改修が必要。また
教員住宅の建替についても計画的に実施
する必要があるため、国に交付金の要望
を継続して行う。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし
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事業コード 137700-00

事業名 教職員住宅建設事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

教育費10

経費区分
投資的経費

42,929

03 教職員住宅費 道支出金

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 0

起債 33,400
教員住宅貸付料等 0

決　算　額 85,447

単独事業 一般財源 9,118

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

　教育委員会で所管するニセコ小学校の教職員住宅
を建設し、不足する住宅の確保を図る。

予
算
科
目

一般会計

　建築部局との連携を取りながら、事業の早
期実施により教員住宅の不足する状況を解消
していく必要がある。

　教員住宅建設工事は、当初予算措置が
難しいとの国からの通知であったが、予算
化されたことにより事業を実施した。決定
通知が遅れたため、事業着手が遅れ、冬
期間にまで工事期間がずれ込んだが計画
的な施工により工事内容に支障がないよ
う実施できた。

　外構工事が、施工条件の良い次年度と
なったため、早期に実施する必要がある。
建築年数が３０年以上経過した住宅が多
数あるため、改修も含めて新築についても
検討していく必要がある。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 138520-00

事業名 総務事務局経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　転入教職員歓迎会では、転入教職員と教育委員会
職員との連携を図るため、交流の場を設け、業務執行
における円滑な連絡調整を行なうことを目的とする。
また、転入教職員に対し町内視察研修を実施する。
また、道内及び管内の教育行政に関係する各団体と
の連絡体制をとる。

予
算
科
目

一般会計

教育費 決　算　額 272

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 教育諸費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 272

10

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 272

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　転入教職員歓迎会は、転入教職員以外か
ら１人２，０００円の負担金を徴収し、転入教
職員分は公費で賄う。交流を深め連携調整を
とることを目的とするため、転入教職員の積極
的な参加をしていただくよう参加しやすい場の
工夫を考慮する。

　転入教職員歓迎会で親睦を深めること
で、転入教職員がニセコ町に慣れ親しみ、
互いの関係を深めることができた。また、
転入教職員校外研修では町長の講話と
町内教育施設を視察し、ニセコ町への理
解を深めてもらった。

　転入教職員の歓迎会及び校外研修に
ついては、来年度以降も継続して実施す
るにあたり、工夫改善を検討していく。教職
員の研修事業について予算化しており、適
切に実施していく必要がある。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課総務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　芳賀　善範

Ｂ
　転入教職員が地域にとけ込むための歓迎会も重要だが、教職員が地域行事に積極的に参加
するよう指導願いたい。

政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見
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事業コード 137900-00

事業名 児童生徒健康診断経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

学校保健安全法に基づき児童生徒の健康を保持す
るため、心身の発達や健康の情報を把握することを目
的に実施する。単に疾病異常を発見するだけでなく、
適切な事後処理や指導を行うための積極的な健康管
理に資する。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 1,057

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金 183

04 教育諸費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,095
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 874

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

健康診断の実施にあたり、各学校・医療機関
との連絡調整による日程等の決定に時間がか
かる。またニセコ医院や町民センターで健康
診断を行う際は公用車で児童生徒を送迎す
るため交通事故が起きないよう注意を払う。

児童生徒の健康診断は特に事故等なく完
了した。児童生徒の健康状態を学校が把
握することで普段の授業や学校生活で注
意を払うことができ、児童生徒の健康管理
をしっかり行なうことができた。

各検診の日程などスムーズな運営を学校
や医師との調整と連携を図る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 138000-00

事業名 スクールバス運行経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

町内の小・中・高等学校に通う遠距離通学の児童生
徒の通学対策として、スクールバスを運行している。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 36,802

10 教育費 決　算　額 36,475

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 教育諸費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 36,475

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

転入などで入学してきた児童、生徒の対応
（バス停の設置等）が迅速に対応できない。ま
た、シャトルバスがデマンドバスに移行した後は
スクールバスのみになることから、バス停の変
更の検討が必要となり、調査を行う。

特別な事故も無く運行が確保できた。
なお、10月1日からシャトルバスの廃止に
伴いスクールバスとして単独運行となり、
転入などによるバス停の配置の対応がス
ムーズにできるため、通学の安全対策をで
きる限り行うことができるようになった。

交通量の多い国道・道道の横断や冬期間
のバスを待っている場所などの対策として
バス停の位置の変更や路線の経路の見
直しなど、特に低学年に配慮した中で対
応する必要がある。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし
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項

目

事業コード 138100-00

事業名 教職員福利厚生研修費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　教職員の資質の向上を目指すため、後志教育研修
センターをはじめとする各種研修への参加を勧めるほ
か、町内教育研究団体への支援を行なう。
　また、教職員の健康保持増進を目的に、人間ドッ
ク、巡回定期健康診断を実施する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,545

10 教育費 決　算　額 1,545

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 教育諸費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 1,545

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

教職員巡回健康診断は、倶知安厚生病院に
委託して、ニセコ町民センターで８月に実施す
る。

教職員健康診断は特に事故等なく完了し
た。
（教職員健康診断受診者数　61名）
また、教育研究団体への補助を行い、教
職員の資質向上のための研修活動の支
援を行った。

教職員健康診断の会場はH25年度は役
場第二庁舎を利用する。教育研究団体
への補助は継続するとともに、補助申請や
実績報告において事業の計画や成果を具
体的に示すよう指導を行う。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 138200-00

事業名 児童生徒教育事務経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

児童生徒及び就学前児童などの適正な教育措置の
判断を行なうため、各関係機関との連携を充にしなが
ら、児童生徒及び保護者に対する就学指導や教育相
談を実施する。また、学校行事等で利用するバスの借
上により、学校行事への適切な措置を図る。

予
算
科
目

一般会計

教育費 決　算　額 3,751

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 教育諸費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 4,249

10

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 3,751

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　障害のある幼児・児童生徒に対する教育的
支援の充実を図るため、幼児センター、町保
健師、小中学校、教育委員会で構成する「ニ
セコ町特別支援連携協議会」を活用する。

ニセコ町特別支援連携協議会やニセコ町
就学指導委員会により特別支援を要する
児童生徒及び就学前児童の状況を共有
し適正な就学支援を行うことができた。ま
た学校行事によるバスの借上では予算の
範囲内で各学校が行事の調整を行ない、
予算内の執行ができた。

新就学児童について、普通教室、特別支
援教室又は普通教室で特別支援講師を
つけるかの判断を行うため、児童の保護
者の意向や学校・幼児センターや関係機
関との連携を図り、適正な教育支援を進
めていく。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 138300-00

事業名 学校教育事務経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

学校教育係で掌握する各学校の事務的経費を一括
して経理しすると共に、事業内容で一括できる内容に
ついて推進し事務の効率化を図る 予

算
科
目

一般会計

教育費 決　算　額 13,998

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 教育諸費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 14,450

10

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 13,998

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

・子ども議会の時期、規模、方法について、過
去の案件踏まえ進める。
・児童生徒の安全確保、学校の安全管理につ
いて今後も継続した取組として、110番模擬訓
練を実施する。
・小中学校及び幼児センターへのＡＬＴの配置
により外国語教育や外国語に親しむ場の提供
を進める。

・子ども議会が事故なく実施され、参加した児
童生徒の議会体験と子ども議会だよりの作成
を行い町内に配布して活動内容を広報した。
・綺羅街道沿いでニセコ小学校５年生の児童
による１１０番模擬訓練を実施し、地元商店と
観光協会の協力を得て不審者に遭遇した際の
対処法を学んだ。
・ALTを各学校・幼児センターに派遣し、生の
外国語を直接見聞きし発声することで児童生
徒の外国語への関心と学習効果を深めた。

・ＡＬＴ派遣事業の推進のための財源措置
の確保。（補助メニューや起債の確認）
・110番模擬訓練の実施を通した児童の
安全確保対策の継続や、不審者情報の
共有による学校・警察・教委・関係機関と
の連携を図る。
・学校ICT機器の効果的な利用を図るた
め、パソコンやネットワーク等のトラブルに
迅速に対応する。

・専門の学校ネットワーク管理職員を各学校
に派遣し、教職員では対応できないパソコン
機器及びネットワーク等のトラブルの対応・解
決を図り、学校運営業務に支障が生じないよ
う対応できた。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ａ
　ＡＬＴの経費が多額となっている点に留意が必要である。異文化交流、外国語に親しむ、外国
語教育の観点からＡＬＴの配置を行い教育の実践を行っていることは評価できる。

事業コード 138500-00

事業名 教育研究活動経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

文部科学省の委託事業として「平成２４年度実効性の
高い学校評価・情報提供の充実・改善等に向けた取
組に係る委託事業」をニセコ町教育委員会で実施す
るにあたり、ニセコ町立学校・幼児センターで行う学校
評価を効果的に取組にしていくためのガイドラインを作
成する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,243

10 教育費 決　算　額 792

01 教育総務費
財
源
内
訳

国庫支出金 792

04 教育諸費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 0

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
委託事業の実施にあたり、各学校・幼児センターの
学校評価の現状を確認・整理し、幼児センターから
高校までが連携した学校評価の取組方策を検討
するため、先進地視察研修や道教委・大学教授か
らの助言などをもらいながら、委託期間までにガイド
ラインの作成を完了する。

ニセコ町学校評価ガイドラインの作成を完了す
ることができ、各学校・幼児センター、道内教
育委員会、後志管内学校・幼稚園等に配布し
た。

H25年度から学校評価ガイドラインに沿って、
各学校・幼児センターが学校評価業務を行っ
ていくとともに、学校評価の連携を図るための
委員会を立ち上げ、ガイドラインの実践を行う。

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ａ 　ニセコ町としての学校評価のガイドラインを作成したことは評価できる。



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 138600-00

事業名 小学校改修事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ小学校体育館は老朽化による破損があり、児童
の安全な教育環境を確保するため、大規模な改修工
事を実施する。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 87,418

10 教育費 決　算　額 87,307

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金 20,581

01 学校管理費 道支出金

起債 66,500

経費区分
投資的経費 その他

単独事業 一般財源 226

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
総合体育館のアリーナの改修工事の時期と重なる
ため体育館が利用できない期間が２週間から１ヵ月
半の間で想定されていることから、担当課と連携を
とって児童生徒や町民の利用にできるだけ支障が
ないよう施工する。

体育館の改修工事は事故無く完了した。アリー
ナの照明をLED電球に替え環境に配慮し、器
具庫の扉を鉄製のものに替え丈夫なものにし
た。放送設備も更新を行い、全校集会や学芸
会、入学式、卒業式などの行事で活用してい
く。また学校開放用に体育館用の玄関を新しく
設置し、一般の人が出入りできるスペースを設
置した。

今後においても適正な維持管理を行なっ
ていき、学校運営が円滑に図れるよう、適
宜点検等を行っていく。

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 138700-00

事業名 小学校運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

各小学校において、地域や学校の実態等を踏まえた
創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、小学校
運営に必要な諸経費を計上し、安定した学校経営を
推進する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 20,940

10 教育費 決　算　額 20,477

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 学校管理費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他 76

単独事業 一般財源 20,401

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
教材備品については早期発注をし、授業に活用で
きるようにする。
ニセコ小学校グランド周辺の雑草がグランド内に侵
食してきていることから、運動会前に草取り作業を
実施する。

・普通学級で個別支援を要する児童のために
特別支援講師を3名配置し、授業のサポートや
児童の学習支援を行った。
・授業に使用する教材備品をの購入を早期に
行い、授業に活用するとともに、学校施設の維
持管理に要する燃料等の節約に努め、光熱水
費・灯油代は予算内の執行ができた。

・引き続き学校施設の光熱水費・灯油代等の
節約に努める。
・個別支援を必要とする児童の把握を行い、
特別支援講師の配置の検討を行なう。
・学習指導要領に対応した学習教材の早期発
注に努める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 138800-00

事業名 小学校施設維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

各小学校の施設を適正に維持管理を行なうことによ
り、児童や学校職員、保護者等にとって安全安心な
施設として管理する。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,007

10 教育費 決　算　額 2,830

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 学校管理費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 2,830

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
床ワックス清掃は夏休み期間中に実施するため、
小学校と業者との早期の日程調整を行ない、学校
運営に支障がないよう進めていく。
小学校の施設で消耗した箇所や老朽による修繕が
必要な箇所を確認して、学校運営に支障がでない
よう努める。

・設備の保守点検及び床ワックス塗布を実施
し、適正な維持管理を行なった。

・近藤小学校の校舎及び体育館の損傷がある
ことから、損傷箇所を点検し、大規模な改修計
画をたてる。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 139200-00

事業名 ニセコ小学校運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ小学校において地域や学校の実態等を踏まえ
た創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、ニセコ
小学校の運営に必要な諸経費を計上し、安定した学
校経営を推進する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,688

10 教育費 決　算　額 1,660

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 学校管理費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 1,660

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ小学校内部の運営において、ニセコ
小学校の学校職員の管理のもと、予算の
執行など適切に行われた。

引き続き、ニセコ小学校の学校職員の協
力により経費の節約を意識した運営を
行っていただくため、指導等を行っていく。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 139600-00

事業名 ニセコ小学校教育振興経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ小学校の創意工夫のある教育指導を実践して
いくうえで、必要な諸経費を計上し、教育目標に向け
た児童への授業等の実践を推進していく。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,555

10 教育費 決　算　額 1,541

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 教育振興費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 1,541

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ小学校の教育指導の実践に必要な
諸経費の執行について、適切に執行した。

ニセコ小学校の教育指導に必要な経費に
なるよう、創意工夫のある実践的な教育
指導の内容について学校の意向を踏まえ
た精査を行なう。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 139500-02

事業名 小学校教育振興経費 細事業名 要保護準要保護児童就学援助経費 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

経済的な理由により、就学が困難と認められる児童の
保護者に対して必要な援助を与え、また、特別支援
教育を受けているものに対しても必要な援助を実施
し、義務教育の円滑な実施を目的とする。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,093

10 教育費 決　算　額 2,442

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金 76

02 教育振興費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

補助事業 一般財源 2,366

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
決定にあたって、民生委員協議会の意見を参考と
するほか、親と同居母子世帯の取扱いを「児童扶
養手当に係る受給資格者と扶養義務者との生計
関係の判断」に準じ、実態に応じた支援を行う。
該当となる児童が転入・転出の際には随時対応す
る。

就学奨励を必要とする保護者の申請に対して
教育委員会議や民生委員協議会の審査を受
け、就学奨励費を支給した。
＜要保護、準要保護対象者＞
対象世帯数　21世帯　対象児童　30名
認定割合　　ニ小　12.5％　近小　21.0％
＜特別支援教育対象者＞
対象世帯数　　6世帯　対象児童　6名

民生委員の協力により生活実態の状況を勘案
しているが、町外からの転入者が多く、民生委
員でも確認しきれない保護者が増えてきている
が、審査方法は継続して実施することで進め
る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 139400-00

事業名 近藤小学校運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

近藤小学校において地域や学校の実態等を踏まえた
創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、近藤小
学校の運営に必要な諸経費を計上し、安定した学校
経営を推進する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 912

10 教育費 決　算　額 829

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 学校管理費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 829

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

近藤小学校内部の運営において、近藤小
学校の学校職員の管理のもと、予算の執
行など適切に行われた。

引き続き、近藤小学校の学校職員の協力
により経費の節約を意識した運営を行って
いただくため、指導等を行っていく。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 139800-00

事業名 近藤小学校教育振興経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

近藤小学校の創意工夫のある教育指導を実践してい
くうえで、必要な諸経費を計上し、教育目標に向けた
児童への授業等の実践を推進していく。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 286

10 教育費 決　算　額 262

02 小学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 教育振興費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 262

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

近藤小学校の教育指導の実践に必要な
諸経費の執行について、適切に執行した。

近藤小学校の教育指導に必要な経費に
なるよう、創意工夫のある実践的な教育
指導の内容について学校の意向を踏まえ
た精査を行なう。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 140000-00

事業名 中学校運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

中学校において、地域や学校の実態等を踏まえた創
意工夫ある学校経営の充実に努めるため、中学校運
営に必要な諸経費を計上し、安定した学校経営を推
進する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 12,547

10 教育費 決　算　額 12,010

03 中学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 学校管理費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他 40

単独事業 一般財源 11,970

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
中学校の授業で活用する教材備品については早
期発注をし、授業に活用できるようにする。

・普通学級で個別支援を要する生徒のために
特別支援講師を1名配置し、授業のサポートや
生徒の学習支援を行った。
・新学習指導要領に対応した教材備品や一般
備品の購入を早期に行い、授業への活用を
図った。

・学校施設の光熱水費・灯油代の節約に努め
る。
・個別支援を必要とする生徒の把握を行い、
特別支援講師の配置の検討を行なう。
・学習指導要領に対応した学習教材の早期発
注に努める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 140100-00

事業名 中学校施設維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

中学校の施設を適正に維持管理を行なうことにより、
生徒や学校職員、保護者等にとって安全安心な施設
として管理する。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,191

10 教育費 決　算　額 1,130

03 中学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 学校管理費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 1,130

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
床ワックス清掃は夏休み期間中に実施するため、
中学校と業者との早期の日程調整を行ない、学校
運営に支障がないよう進めていく。
中学校の施設で消耗した箇所や修繕が必要な箇
所を確認して、学校運営に支障がでないよう努め
る。

・設備の保守点検及び床ワックス塗布を
実施し、適正な維持管理を行なった。また
録別支援教室に網戸を設置し、教室環境
の改善を図った。

・学校施設を適正に維持管理するため
に、設備や建物の状態を把握し、計画的
な修繕等を行う。
・校舎特別教室棟の屋上の天窓から雨漏
りがあり天井や床が損傷していることから修
繕を行う。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 140800-01

事業名 中学校教育振興経費 細事業名 中学校教育振興経費 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

中学校の部活動に対して補助をするとともに、各種大
会における経費を支援することで、部活動の運営を円
滑にするため推進する。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,717

10 教育費 決　算　額 974

03 中学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 教育振興費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 974

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

申請から支出まで遅れなく進め、部活動運営
に支障のないよう事務を進める。

ニセコ中学校の各種部活動を支援するた
め補助金を交付した。各種大会等に参加
し、次年度に繋がる自信や目標を得るなど
大きな成果をあげた。
全道大会出場：柔道、バドミントン、卓球、
スキー（アルペン）、陸上

申請から支出まで遅れなく進め、部活動
運営に支障のないよう事務を進めることで
指導する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 140800-02

事業名 中学校教育振興経費 細事業名 要保護準要保護生徒就学援助経費 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

経済的な理由により、就学が困難と認められる生徒の
保護者に対して必要な援助を与え、また、特別支援
教育を受けているものに対しても必要な援助を実施
し、義務教育の円滑な実施を目的とする。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,236

10 教育費 決　算　額 3,096

03 中学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 教育振興費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

補助事業 一般財源 3,096

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等
決定にあたって、民生委員協議会の意見を参考と
するほか、親と同居母子世帯の取扱いを「児童扶
養手当に係る受給資格者と扶養義務者との生計
関係の判断」に準じ、実態に応じた支援を行う。
該当となる生徒が転入・転出の際には随時対応す
る。

就学奨励を必要とする保護者の申請に対
して教育委員会議や民生委員協議会の
審査を受け、就学奨励費を支給した。
＜要保護、準要保護対象者＞
対象世帯数　21世帯　対象生徒　22名
認定割合　　17.4％
＜特別支援教育対象者＞
対象世帯数　　2世帯　対象生徒　2名

民生委員の協力により生活実態の状況を
勘案しているが、町外からの転入者が多
く、民生委員でも確認しきれない保護者が
増えてきているが、審査方法は継続して
実施することで進める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 140700-00

事業名 ニセコ中学校運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ中学校において地域や学校の実態等を踏まえ
た創意工夫ある学校経営の充実に努めるため、ニセコ
中学校の運営に必要な諸経費を計上し、安定した学
校経営を推進する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,609

10 教育費 決　算　額 1,578

03 中学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 学校管理費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 1,578

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ中学校内部の運営において、ニセコ
中学校の学校職員の管理のもと、予算の
執行など適切に行われた。

・ニセコ中学校の学校職員の協力により経
費の節約を意識した運営を行っていただく
ため、指導等を行っていく。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一 政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 140900-00

事業名 ニセコ中学校教育振興経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ中学校の創意工夫のある教育指導を実践して
いくうえで、必要な諸経費を計上し、教育目標に向け
た生徒への授業等の実践を推進していく。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,411

10 教育費 決　算　額 2,175

03 中学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

02 教育振興費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 2,175

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　三橋　公一

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校に対して適時経理事務を指導する。
運営の中で組み替えの必要な場合の弾力的
な予算流用事務については、学校と教委で予
算流用の緊急性を考慮しつつ、柔軟に運営し
ていきたい。

ニセコ中学校の教育指導の実践に必要な
諸経費の執行について、適切に執行した。

ニセコ中学校の教育指導に必要な経費に
なるよう、創意工夫のある実践的な教育
指導の内容について学校の意向を踏まえ
た精査を行なう。

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校教育課学校教育係　 総合計画
の体系

戦略ビジョン

政策分類 ９．学校教育

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

24

304
10

高等学校総務費

予
算
科
目

24 年度

事業コード 141100-01

事業期間事業名 高等学校運営経費 細事業名 高等学校運営経費

起債

事
業
費

（

千
円

）

一般会計
337

01

決　算　額
当初予算額

道支出金

04 高等学校費
財
源
内
訳経常的経費

経費区分

担当課係名

担当者職氏名

国庫支出金

その他

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

９．学校教育

事
業
目
的
・
目
標

学校運営事務を円滑に行う。

今後の事業方針 Ｂ

事業実施時の問題点・検討課題

事務の効率化を目指す。

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　）

単独事業 一般財源 337

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

概ね計画のとおり遂行。 長期・短期でのニセコ高校のあり方につい
て、協議・検討が必要。

教育費

総合計画
の体系

学校教育課　高校事務係

係長　小貫直人

戦略ビジョン

政策分類

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 141100-02

24 年度事業名 高等学校運営経費 細事業名 外国語指導助手招致事業 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

経費区分
臨時的経費

単独事業

10

幼稚園、小、中、高等学校の児童生徒に対する英語
指導及び地域における国際交流活動を目的としてい
る。 予

算
科
目

一般会計

01 高等学校総務費

04 高等学校費

教育費 4,691

道支出金

現在の外国語指導助手を有効に活用し、
さらなる事業の円滑化を図る。

498

4,193

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

社会保険料等

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　）

財
源
内
訳

4,729

外国語指導助手の生徒の指導力向上並びに
地域との交流を深めるため効果的な執行に努
める。

外国語指導助手の生徒への指導力も向
上し、英会話教室を通して国際交流活動
も円滑である。

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 学校教育課　高校事務係

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 141300-00

24 年度事業名 定時制高等学校運営経費 細事業名 - 

04 高等学校費

事業期間 24

経費区分
経常的経費

単独事業

02 定時制高等学校管理費

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

教育費 決　算　額

災害共済掛金

10

学校運営を円滑及び有効に推進する。

予
算
科
目

一般会計

3,691

道支出金

起債

財
源
内
訳

3,729

学校運営の健全化のため計画的な執行をす
る。印刷物は生徒募集の始まる７月までには
完成させる。

概ね計画のとおり遂行。 効果的な経費節減を継続する。

59

3,632

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 学校教育課　高校事務係

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 141400-01

事業名 定時制高等学校施設維持管理経費 細事業名 学校施設維持管理経費 事業期間 24 24 年度

10

経費区分
経常的経費

単独事業

02 定時制高等学校管理費

04 高等学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

教育費 決　算　額 11,154

道支出金

起債

私用電話料 1

11,153

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

校舎及び校庭の維持・管理にかかる経費を計上。

予
算
科
目

一般会計 9,930

当初予算で計上されている校舎カーテンの更
新を夏休み中に行う。また、校舎の維持補修
については適時行うこととする。

概ね計画のとおり遂行。備品の購入や修
繕工事等についても適正に執行した。

建設から２3年が経過し、劣化等注意しな
がら校舎の維持管理に務める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 141400-02

事業名 定時制高等学校施設維持管理経費 細事業名 農場施設維持管理経費 事業期間 24 24 年度

教育費10

経費区分
臨時的経費

単独事業

02 定時制高等学校管理費 道支出金

04 高等学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 5,837

起債

生産物売払収入 1,077

決　算　額 6,127

一般財源 5,050

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

農業教育に係る農場、温室、車両の維持・管理にか
かる経費を計上。

予
算
科
目

一般会計

本校の農業教育の中心となる施設であるので
教育環境の整備に努める。前年度新設したエ
アハウスについて農業実習作業に支障のない
よう管理する。

概ね計画のとおり遂行。２３年度に建設し
たエアハウスについて、適正に管理してい
る。

エアハウスについての将来像を、高校、企
画環境課、農政課などが一体となって検
討しなければならない。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 141600-00

事業名 定時制高等学校生徒健康診断経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

教育費10

経費区分
経常的経費

02 定時制高等学校管理費 道支出金

04 高等学校費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 117

起債

その他

決　算　額 97

単独事業 一般財源 97

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

学校保健安全法に基づき生徒の健康保持増進する
ため、心身の発達や健康の情報を把握することを目
的とし、疾病異常を発見と、適切な健康管理に資す
る。

予
算
科
目

一般会計

健康診断の実施に際して、教育委員会及び
教諭、養護教諭と連携し適正に執行する。

計画どおり実施した。 学校保健安全法に基づき、生徒の健康管
理のため継続する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

政策分類 ９．学校教育

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名

来年度への課題・改善点等

各種団体補助について適切に管理を行う。授
業で使用しているパソコンが5年を経過し老朽
化等により使用できないものもあるため、計画
的更新について検討する。

概ね計画のとおり遂行。生徒、教員にかか
る補助等、適正に執行した。

教育振興と保護者負担の軽減等を目的
に各種補助を実施している事業であり、本
校の特色である農業と観光を一体とした
活動などを支援しなければならない

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 13,441

起債

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 16,285

決　算　額 15,058

財
源
内
訳

国庫支出金 1,617

道支出金

事
業
目
的
・
目
標

時代の要請に応える農業後継者、観光産業人の育
成のため必要な特別措置を講じ、本校及び高校教育
の振興に資することを目的に教師、生徒の教育環境
の整備、学習指導、進路実現のための経費。

予
算
科
目

一般会計

10 教育費

04 高等学校費

03 教育振興費

事業期間 24 24 年度事業名 高等学校教育振興経費 細事業名 学校教育振興経費
事業コード 141700-01

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 141700-02

24 年度事業名 高等学校教育振興経費 細事業名 農場教育振興経費 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

経費区分
臨時的経費

単独事業

10

農業科における生徒の実験・実習及び体験的学習を
行う教育活動の基盤的役割の実践場として効果的運
用を図る。地域農業の推進を試行できる実験圃場・
生産圃場の運営を図る。

予
算
科
目

一般会計

03 教育振興費

04 高等学校費

教育費 1,839

道支出金

農業実習に係る経費であり、さらなる効果
的な運営に努める。

1,839

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

2,154

農業教育の推進を図るための環境を維持す
る。農場運営経費の節減を図る。

草花苗、野菜苗、鉢花等の販売により資
材、種苗、肥料、農薬等経費の財源確保
を図ることができた。

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 学校教育課　高校事務係

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

145700-00

事業コード 141800-00

事業名 寄宿舎管理運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

道支出金

起債

財
源
内
訳経費区分

経常的経費

10

単独事業

04 寄宿舎管理費

教育費

04 高等学校費

6,548

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 15,262

寄宿舎利用料負担金

一般財源

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

本校に在籍する生徒で町外から遠距離通学生の便を
図り、合わせて団体生活を体験させることを目的として
いる。 予

算
科
目

一般会計

8,340

決　算　額 14,888

舎監並びに教員を連携をとり入寮生の安全管
理に留意する。また、当初予算で計上している
屋根塗装について夏休みに実施する。

概ね計画のとおり遂行。備品の更新等、
適正に執行した。

建設から２2年が経過し、老朽化等も見ら
れることから、適切に対応しなければなら
ない。
現在３０名定員であるが、今後入寮者数
をどのようにするのか、高校将来像と共に
検討しなければならない。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　小貫直人 政策分類 ９．学校教育

担当課係名 学校教育課　高校事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業名 学校給食センター運営委員会経費 細事業名 - 事業期間 24 24

事業コード

年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ町学校給食センター設置条例により、学校給食
センターの適性かつ円滑な運営を図るため。

予
算
科
目

一般会計

教育費 決　算　額 69

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

03 給食センター費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 95

10

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 69

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　給食提供先の代表者との意見交換を行い、
よりよい給食運営をめざすため、適切な時期
に会議を開催し給食運営に反映すること。

　年度初め、予算前、年度末年３回開催
し、給食内容や次年度給食費などについ
て意見交換が図られた。

各学校と連携し、運営委員会議の持ち回
りを昨年度同様お願いし、委員における試
食や児童生徒の給食状況の把握をする。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 学校給食センター 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 センター長　高田　生二

Ｂ 　特になし

政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

戦略ビジョン

政策分類

学校給食センター 総合計画
の体系センター長　高田　生二

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

単独事業 一般財源 34,397

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

節電や、効率的な経費削減に努めたた
め、管理経費で３％（２６０千円）の削減と
なった。衛生的な設備運用に努め、放射
能汚染対策として導入した測定器等を利
用し、食材の安全に努めた。

　将来的に安全且つ効率的な施設・設備
の維持管理と調理器機の安定的に使用
するための点検及び、今後の整備計画を
検討する。
　また、安心できる食材提供のための対策
を継続して実施し、方策を策定する。

教育費
学校給食の提供による児童、生徒の健康保持と体力
増進を図るため、特に食中毒防止のための衛生管理
を徹底するとともに、安心安全な給食事業を実施す
る。また給食の食材については地場産のものの活用を
図る。

今後の事業方針 Ｂ

事業実施時の問題点・検討課題

給食センターは平成21年3月に完成し、施設、設
備ともに新しいが、効率的な維持管理に努め、管理
経費の節減に努める。また、設備の衛生管理には
最善の注意を払うとともに、設備の運用についても
効率的な稼動となるよう勤める。また、放射能汚染
に対する対策を検討するとともに、食材の安全の確
保と情報の提供に努める。

保健体育費

担当課係名

担当者職氏名

国庫支出金

給食費収入

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

９．学校教育

事
業
目
的
・
目
標

63,709

03

64,616

予
算
科
目

決　算　額
当初予算額

10

給食センター費 道支出金

07

経費区分
経常的経費 29,312

起債

財
源
内
訳

事
業
費

（

千
円

）

一般会計

事業名 学校給食センター運営経費 細事業名 - 24 年度

事業コード 145800-00

事業期間 24

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ

　保護者との連絡を密にして、適切な給食費の納入を促進願います。
　放射能検査については、職員の作業増につながっているが、適切に実施願います。
　給食の品質には、住民も関心が高いので今後も品質向上に努めてください。

事業コード 142100-01

24 年度事業名 幼児センター運営経費 細事業名 幼児センター施設管理経費 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

経常的経費

単独事業

10

　就学前の子どもが健やかに成長する環境をつくるた
め、幼稚園、保育所に支援センターの機能を併せ持
つ幼児センターの施設管理について、適正及び効果
的に整備、運営することを目的とする。

予
算
科
目

一般会計

01 幼児センター費

05 幼児センター費

教育費

経費区分

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

8,294

8,604

道支出金

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　建設後５年を経過したばかりの施設であるが、水廻り関

係等により損傷が激しい施設であるので、常に施設・設備

について見廻り点検を実施し、早目は早めの修繕対応が

必要である。

　本年度は、夏場の乳幼児の健康保全のため１歳児保

育室にエアコンを設置するため、時期を失しないよう実

施。併せて、遊具や、環境測定を実施し安全対策につい

ても適切な時期に実施する。

・　室内衛生環境及び遊具点検等入園
 児の安全に係る事項を重点的に行った。
・　施設の小破修繕等は、適時実施する
 ことができた。

・　各備品等の経年による修繕や補充に
 も留意する。

8,604

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 幼児センター事務係

担当者職氏名 事務係長　佐藤寛樹 政策分類 ９．学校教育

総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

細事業名 保育事業経費 事業期間 24 24 年度

事業コード 142100-02

事業名 幼児センター運営経費

幼児センター費

分担金及び使用料

経費区分
経常的経費

単独事業

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

10

道支出金

決　算　額

国庫支出金

学校教育法の規定に基づく幼稚園（短時間型）及び
児童福祉法の規定に基づく保育所（長時間型）の運
営を一元的に運営し、効率のよい幼児教育（保育）を
提供する。

予
算
科
目

一般会計

教育費

01 幼児センター費

05

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

一般財源

諸収入

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

37,923

40,580

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

27,222

財
源
内
訳

・　幼児センター保育業務の資質向上研修に
　ついて時期を失しず内容も検討し実施する。
・　臨時保育士等のシフトの配置により効率の
　良い保育に配慮
・　業者委託の３年契約の２年目についてより
　良い給食内容とするよう業者と内容の確認
　を行う。

・　保育体制については、課題はあるもの
　の定着化してきているが、保育スタッフ
  の適正配置には課題がある。
・　業者委託の給食については、効率的
  な運営ができていると思われる。

・　将来へ目指す子育・保育のあり方を
　検証し、施設の拡張及び保育スタッフ
　の適正配置についての検討を行う。
・　給食については、運営コストのみにと
　らわれず総合的な視点から、業者委託
　を継続するかの検討を行う。

1,129

12,229

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 幼児センター事務係

担当者職氏名 事務係長　佐藤寛樹 政策分類 ９．学校教育

総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ
　アレルギーのある園児に対しての給食対応について継続して実施願います。
　短時間型の園児が多いクラスについては対応に留意願いたい。

事業コード 142100-03

24 年度事業名 幼児センター運営経費 細事業名 幼稚園就園奨励経費 事業期間 24

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

経費区分
経常的経費

補助事業

10

　私立幼稚園の設置者が、ニセコ町から当該幼稚園
に通園している３才児（途中で満３才になる入園児含
む）、４才児及び５歳児の保護者に対し、入園料及び
保育料を減免する場合に、当該私立幼稚園の設置
者に別に定める基準の範囲内において補助を行うも
の。

予
算
科
目

一般会計

01 幼児センター費

05 幼児センター費

教育費 1,528

366

道支出金

次年度も連携を継続する。

1,162

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

1,064

　該当のある私立幼稚園を把握し、連携を図
り事務を円滑に行い、対象区分の調査実施に
より正確な階層を把握する。

・　近隣町村私立幼稚園との連携は図る
　ことができた。

担当課係名 幼児センター事務係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 事務係長　佐藤寛樹

Ｂ
　私立幼稚園入園者の情報を把握し、幼児センターへの入園希望者については入園できる体制
づくりを目指して欲しい。

政策分類 ９．学校教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

11．住民みんながまちを考え、活動します

担当者職氏名 係長　樋口範幸

Ｂ 　特になし

政策分類 19．行財政

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

今後の事業方針 Ｅ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

公民館機能を有する新町民センターが完成し
たことから、公民館の廃止手続きを行うととも
に、教育委員会事務局・役場分庁舎としての
維持管理を行う。

適正な管理を行なうことができた。 今後は役場分庁舎として利用される。

29

2,221

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

その他

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

2,430

2,250

道支出金

10

公民館の適切な維持管理を行う。

予
算
科
目

一般会計

02 公民館費

06 社会教育費

教育費

経費区分
経常的経費

単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 公民館施設維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 143600-00

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ａ 　子育て支援の取り組みは、評価できるので継続発展に努めてください。

９．顔が見える相互扶助の地域社会をつくります担当課係名 地域子育てセンター

担当者職氏名 事務係長　佐藤寛樹 政策分類 15．児童福祉

総合計画
の体系

戦略ビジョン

Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

財
源
内
訳

　「おひさま」参加者が日々親子でふれあい、共通の疑問

や問題について話合い子育てのヒントを得るための環境を

作る、そのために必要な講座等を年間を通してのスケ

ジュールを立て、実施し、意見を集約し今後の事業展開

に活かすことを検討する。また、一時保育、休日保育、託

児の要員を短時間のなかでいかに確保するか問題があ

る。

・　乳幼児の子育てにかかる保護者間の
 交流促進に一定の役割が果たせている。
・国庫支出金4,490千円のうち
　1,481千円を本事業に充当
　3,009千円は総務費職員給与費に充当

・　現事業をベースとして、地域の方にも
 理解を得るための事業の展開も検討する。
　　（専門家の講座開催など）
・　保護者ニーズの適時把握に努める。
・　長期的視点に立った子育て支援に関
 する計画を町と連携して進める。

932

0

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

分担金及び負担金

来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

1,995

2,413

1,481

道支出金

10

町内の乳幼児を育てている親子の交流の場として触
れ合える環境を作り、子育てに関する相談、援助、情
報提供、講習を実施し、安心してして子育てが出来る
育児環境を育む。また、親のリフレッシュ時や用事のた
めの一時保育や仕事や緊急の場合における休日保
育を実施し、親の精神的な負担を軽減する。更に町
主催事業時における託児の実施により参加しやすい
体制を図る。

予
算
科
目

一般会計

01 幼児センター費

05 幼児センター費

教育費

経費区分
経常的経費

単独事業

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

決　算　額

起債

24 年度事業名 子育て支援センター運営経費 細事業名 - 事業期間 24

事業コード 142400-00



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

総合計画
の体系

町民学習課町民学習係

係長　樋口範幸

戦略ビジョン

政策分類

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

単独事業 一般財源 43

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

閉館まで円滑な運営を行なうことができ
た。

北海道公民館協会から脱退したため、情
報収集などより積極的に行なう必要があ
る。

教育費
公民館事業を通じ、誰もが学び成果を活用する生涯
学習社会づくりを進める。

今後の事業方針 Ｃ

事業実施時の問題点・検討課題

公民館の円滑な運営に努める。

社会教育費

担当課係名

担当者職氏名

国庫支出金

その他

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

10．社会教育

事
業
目
的
・
目
標

43

02

47

予
算
科
目

決　算　額
当初予算額

10

公民館費 道支出金

06

経費区分
経常的経費

起債

財
源
内
訳

事
業
費

（

千
円

）

一般会計

事業名 公民館事業経費 細事業名 公民館事業事務経費 24 年度

事業コード 143900-01

事業期間 24

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 143900-03

24 年度事業名 公民館事業経費 細事業名 講座・教室事業経費

06 社会教育費

事業期間 24

経費区分
臨時的経費

単独事業

02 公民館費

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

教育費 決　算　額

その他

10

公民館事業を通じ、誰もが学び成果を活用する生涯
学習社会づくりを進める。

予
算
科
目

一般会計

104

道支出金

起債

財
源
内
訳

329

家庭教育学級については望ましい生活習慣づ
くりに取り組む。英会話教室については、ＨＩＳと
の連携した取り組みを進める。

児童生徒習字絵画工作展は公民館を会
場に実施。家庭教育学級については、３
地区で７講座を開催し、家庭の教育力向
上を図った。

家庭教育学級の内容について、より質の
高いものとなるようにする。

104

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

Ｂ 　特になし

政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 142600-00

事業名 社会教育委員運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

社会教育法に基づき、社会教育計画の立案・評価な
どを行う。

予
算
科
目

一般会計
教育費 決　算　額 524

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 605
10

起債

経費区分
経常的経費 その他
単独事業 一般財源 524

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

会議・研修会へはできるだけ多くの委員が参
加できるように実施する。事業計画や指標の
策定、事業評価の手法について学識経験者
も交えながら、社会教育事業を推進する。

会議において事業評価を行なうことができ
たが、よりよい評価方法の確立が望まれ
る。

社会教育委員として、事業への関わりを深
める方法を検討する。中期計画が平成２６
年度で計画期間満了のため、次期計画
策定に向けた検討を行う。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 142700-00

事業名 文化財保護審議会運営経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

文化財保護法に基づき、文化財の保存及び活用につ
いての審議を行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 70

10 教育費 決　算　額 0

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 0

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

教育委員会の諮問に応じ重要事項を審議す
る。重要事項がない場合も文化財保護に関す
る情報交換を行う。歴史文化遺産の文化的な
価値、保全の方策などについて、引き続き検
討を行い、教育委員会へ回答書を提出する。

新たな審議事項が無かったことから会議
の開催を行なっていない。

有島記念館周辺整備計画に関連し、案
件があれば審議を行なう。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　審議事項がなくても情報交換等を議題に会議を開催願います。



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 142800-00

事業名 社会教育行政一般事務経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

社会教育事業に係る全般経費を計上している。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,718

10 教育費 決　算　額 3,716

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 3,716

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

中期計画・単年度計画に基づき、事業実施に
あたる。研修会等では社会教育主事の専門
的な資質向上を図る。

研修会等への参加、後志社会教育主事
会への参画などを通じ、社会教育主事の
資質向上を図った。

研修会等での成果を活用し、社会教育へ
の専門的な助言指導を進める。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 143000-01

事業名 少年教育事業経費 細事業名 青少年交流事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ニセコ町らしい地域性を活かしながら、豊かな心とたく
ましい体をもった青少年を育成する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,440

10 教育費 決　算　額 1,127

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 1,127

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

学校との連携を深め、学校と地域が一体と
なって子どもを育む取り組みを進める。
中高校生や青年層も活動に参加し、将来の
リーダーを育成する。

洋上セミナーでは滋賀県高島市を訪問
し、体験・交流活動を進め郷土を見直す
機会の提供を行なうことができた。

子どもの生きる力を育てるために体験活動
を地域の教育力を積極的に活用しながら
実施する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 143000-02

事業名 少年教育事業経費 細事業名 青少年健全育成事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　時代を担う青少年リーダーの育成やニセコを再発見
する機会を提供する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 993

10 教育費 決　算　額 889

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 889

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

ヘリコプター体験搭乗や、全道規模であるジュ
ニアセミナーへの参加により将来のリーダーを
養成する。
高校生の海外留学支援についてもライオンズ
クラブと連携しながらより意義のあるようにす
る。

計画通りの事業を実施することができた。
高校生海外留学については、参加者の発
表などを見ても効果が見られ将来のリー
ダー養成に資することができた。

最終年となる高校生海外留学を円滑に実
施する。
ヘリコプター体験搭乗はより学習要素を高
めたプログラムとする。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 143000-03

事業名 少年教育事業経費 細事業名 青少年芸術鑑賞会事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　児童生徒に対し優れた芸術鑑賞の機会提供および
芸術作品展示の機会提供を行い、芸術文化意識の
高揚を図る。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 547

10 教育費 決　算　額 541

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他 500

単独事業 一般財源 41

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　平成２３年度は会場を工事のため町民セン
ターから芸術鑑賞は各学校に、作品展示は公
民館へ移して実施した。平成２４年度は町民
センターに戻るが、会場の使用方法などにつ
いて、早めの学校との打合せ調整を行い、ス
ムーズに実施できるよう準備を行う。

円滑な事業実施を行なうことができ、補助
を利用することができたことなど財源的に
も負担を少なく実施することができた。

児童生徒への本格的な芸術鑑賞の機会
を提供することはもちろんのこと、財源確
保のための情報収集を継続する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 143000-05

事業名 少年教育事業経費 細事業名 教育支援活動促進事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　社会教育法に基づき、学校・家庭・地域が一体とな
り地域ぐるみで子どもたちを育む体制づくりを進めるた
め、児童の放課後における安全な遊び場や体験活動
の場を提供したり、学校を支援するボランティア活動を
進めたりする。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 809

10 教育費 決　算　額 535

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金 342

起債

経費区分
臨時的経費 その他

補助事業 一般財源 193

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　放課後子ども教室による体系的な事業実施
を行い、文化団体から講師を招くなどより効果
的な事業実施を行なう。

　運動会・マラソン大会の前にスポーツ教
室を開催したり、長期休暇中に学生ボラン
ティアを活用した体験教室を開催するな
ど、学校行事や他の社会教育事業との連
携を進めることができた。

　放課後子ども教室のプログラムに改善の
余地があるため、より広がりのある事業展
開を行なう。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 143100-02

事業名 青年教育事業経費 細事業名 成人式事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

新成人の門出をニセコ町として祝福する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 241

10 教育費 決　算　額 186

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 186

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

祝賀会等に成人自身の企画が取り入れられ
るよう留意する。

祝賀会の進行を新成人が行なうことで、自
主的な式典を行なうことができた。

より新成人の式への参画を促す。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 143200-01

事業名 成人教育事業経費 細事業名 生涯学習研修事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

主体的に学び、生きがいづくりを進め、豊かな地域づく
りに貢献する成人を支援する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 555

10 教育費 決　算　額 290

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 290

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

個人の需要と社会の要請のバランスを取りな
がら学習に取り組み、学習成果を活用した取り
組みを進める。旧マキノ町民間交流について
は、民間主体の活動支援を行う。

ニセコ女性会の活動支援を行ない多くの
参加者がみられたほか、滋賀県高島市マ
キノ地区との交流への支援を行なった。

参加者が学習成果を活用し、主体的な取
り組みが続くよう支援を継続する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 143200-03

事業名 成人教育事業経費 細事業名 ニセコ町ＰＴＡ連合会事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　幼児センター・小中高校ＰＴＡで組織する町ＰＴＡ連
合会が主催する事業経費について補助する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 75

10 教育費 決　算　額 75

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 75

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

町PTA連合会への活動支援を行なう。 町PTA連合会へ補助金を支出し、同会主
催の講演会が開催された。

家庭教育の推進母体である町PTA連合
会に対して継続して支援を行なう。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 143300-01

事業名 高齢者教育事業経費 細事業名 寿大学事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

生きがいと自立心をもって社会に参加する高齢者活
動を促進する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 881

10 教育費 決　算　額 740

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 740

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

自主的・主体的な活動を進めるため、事業企
画や運営に学生が積極的に参画できる体制
を整備する。

学習会（毎月開催・全１２回）を老人クラブ
連合会の協力を得ながら実施することが
できた。

自治会活動において役員育成を図るとと
もに、事業の企画運営に学生が参画でき
るよう実施する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 143400-01

事業名 芸術文化事業経費 細事業名 文化財保護経費 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

豊かな感性や創造性を育む芸術文化の普及・啓発を
図る。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 10

10 教育費 決　算　額 1

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 1

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

文化財の重要性を認識する事業の検討や、
文化財を利用した事業の検討の必要がある。
また、観光資源としての活用を図る。

文化財事務については、町指定文化財の
維持管理、埋蔵文化財の保護事務（事前
協議、踏査調査）を実施した。

埋蔵文化財保護事務では、国営農地再
整備事業など必要に応じて踏査調査、試
掘調査を実施し、適切な保護を図る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 143400-02

事業名 芸術文化事業経費 細事業名 文化協会事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　文化協会の活動支援を行い、文化協会加盟団体の
活動補助を行うとともに、町民に芸術文化に触れる機
会を提供する。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 676

10 教育費 決　算　額 676

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 676

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

個人の趣味として活動だけではなく、広がりを
もった活動となるよう、主催事業であるコン
サートなどを継続して実施し、広く町民に芸術
文化に触れる機会を設ける。

文化協会役員会における事業の企画立
案機能の強化、役員の後継者育成のた
め、文化協会役員数の増加を行った。
活動休止団体が退会し、－３団体となっ
た。

役員会の定期的な開催など、会の自立性
を高める。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ
　役員会の開催、開催内容の検討など、文化協会が自主運営していくことができるようサポート
は十分に行う必要がある。

事業コード 143400-05

事業名 芸術文化事業経費 細事業名 芸術鑑賞事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

リニューアルした町民センターを活用して、町民のみな
さんが本格的な芸術に触れる機会を創出する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 0

10 教育費 決　算　額 1,114

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 社会教育総務費 道支出金 500

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 614

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

一般向けの本格的な演劇に触れる機会
の創出をすることができた。

事業の継続を行なうため財源を確保す
る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 144560-00

事業名 学習交流センター施設維持管理経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

学習交流センターの維持管理を行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,529

10 教育費 決　算　額 2,385

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 学習交流センター費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 2,385

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

指定管理者ＮＰＯ法人あそぶっくの会と連携
し、適切な維持管理に努める。

あそぶっくの会と連携し、町民が利用しや
すい施設となるよう円滑な運営を行なうこ
とができた。

指定管理者あそぶっくの会と協議し、適切
な維持管理を行う。夜間開館時間の延長
については継続検討する。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 10．社会教育

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 144570-01

事業名 学習交流センター事業経費 細事業名 学習交流センター事業事務経費 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

ふれあい、交わり、憩いがある場づくり、生きいきと文
化を楽しめる町民の生涯学習の拠点として施設運営
を行う。 予

算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 12,451

10 教育費 決　算　額 12,428

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

04 学習交流センター費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 12,428

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

指定管理者ＮＰＯ法人あそぶっくの会と連携
し、図書事業・読書活動を推進する。
子ども読書推進計画を策定し、子どもの読書
環境充実の取り組みを、真狩村・蘭越町とも
連携しながら進める。

指定管理者ＮＰＯ法人あそぶっくの会によ
り施設の管理運営により、図書関係イベン
ト、ボランティア活動を実施した。また、蔵
書整備を行った。
子ども読書推進計画を策定し、計画的な
図書行政の推進体制を整えることができ
た。

施設運営・イベント・ボランティア活動に対
する評価は高い。より一層活動の周知を
行う。

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課町民学習係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

政策分類 10．社会教育

Ａ
　生活実態アンケートでは、確実に読書の時間が延びて、テレビの視聴時間が減っている。読書
推進に関わるすべての人の地道な努力の成果が表れた結果となっている。



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

24

7,910
10

運動公園費

予
算
科
目

24 年度

事業コード 146200-00

事業期間事業名 運動公園管理運営経費 細事業名 - 

908

起債

事
業
費

（

千
円

）

一般会計
7,480

05

決　算　額
当初予算額

道支出金

07 保健体育費
財
源
内
訳経費区分

経常的経費

担当課係名

担当者職氏名

2,756

国庫支出金

その他

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

12．スポーツ

事
業
目
的
・
目
標

屋外スポーツの拠点である運動公園の維持管理を行
う

今後の事業方針 Ｂ

事業実施時の問題点・検討課題

運動公園管理委託業務につては、野球場の
芝管理の見直しを行う。

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

単独事業 一般財源 3,816

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

パークゴルフ場の管理は、パークゴルフ協
会が周２回管理を委託実施した。運動公
園運営は問題なく、パークゴルフ場、野球
場、ソフトボール場、ゲートボール場など各
スポーツの活動場所として利用者も増加
した

引き続き、利用頻度の高い運動公園とし
て、芝や施設の維持管理の継続。

教育費

総合計画
の体系

町民学習課スポーツ係

係長　浦野　孝江

戦略ビジョン

政策分類

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 146000-00

事業名 総合体育館管理運営経費

体育館の耐震診断結果に伴い、アリーナの耐
震化工事及び体育館機能向上改修工事の
具体的な設計を行う

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

屋内スポーツの拠点である総合体育館の維持管理を
行う

予
算
科
目

一般会計

教育費 決　算　額 65,366

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金 15,927

04 総合体育館費 道支出金 1,831

経常的経費 その他 183

単独事業 一般財源 12,425

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 67,501

10

起債 35,000

経費区分

町内の各種スポーツ団体のほか、合宿・
修学旅行のリクリエーション会場として利
用。

機能向上設計などを行い、体育館の利便
性を再確認しながら改修工事に向けての
検討実施を行う。

Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ

　体育館の利用料徴収に関し、町外者から徴収しない場合について明確な位置づけが必要と考
える。町として合宿誘致を行うことは重要であるが、施設の運営上利用料の徴収も検討する必
要があると考える。



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 145400-01

事業名 体育施設管理運営経費 細事業名 町営水泳プール 事業期間 24 24 年度

10

経費区分
経常的経費

単独事業

02 体育施設費

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

教育費 決　算　額 23,270

道支出金

起債

その他 836

22,329

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

体育施設の維持管理を行う

予
算
科
目

一般会計

105

23,251

水泳プール、陸上競技場、町民運動場、テニ
スコート、ゲートボール各利用者の要望も確認
しながら適切な維持管理を行う。

各施設の管理委託業務の実施を予定ど
おり行う。陸上競技場は、トラック部分の改
修工事を実施し水はけのよい利用しやす
い施設となった。運営は各施設とも問題な
く、各種スポーツの活動場所として利用し
ていた。

水泳プールや町民運動場など施設の老
朽化が進み、今後計画的な施設整備が
必要。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 145300-02

事業名 体育団体等補助金 細事業名 体育協会補助金 事業期間 24 24 年度

教育費10

経費区分
臨時的経費

単独事業

01 保健体育総務費 道支出金

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 2,203

起債

その他

決　算　額 2,123

一般財源 2,123

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

各種団体の行うスポーツ活動の補助を行い、スポー
ツ活動を推進する。

予
算
科
目

一般会計

各団体活動が活性化されるようにサポートを
行う。

各団体への補助金、大会参加費などの経
費支援を行った。

町長杯大会開催や町バス廃止に伴う体
育協会の補助体制の見直しを行う。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 145100-02

事業名 体育講習会・教室等開催経費 細事業名 親子スポーツ教室 事業期間 24 24 年度

教育費10

経費区分
臨時的経費

01 保健体育総務費 道支出金

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 330

起債

その他

決　算　額 284

単独事業 一般財源 284

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

各種講習会・教室を開催し、町民相互の交流を深め
るともに、健康づくり・体力づくりを進める。

予
算
科
目

一般会計

教室等開催時には、地域でスポーツができる
方、各スポーツ団体など地域の人材活用を図
る。

地域の人材を生かし、水泳教室やスキー
教室を開催し好評だった。親子スポーツ
教室は、親子の交流やつながりが深まっ
た。

どの事業も参加者が増加しているので、地
域の人材活用を図る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 145000-02

事業名 体育大会等開催経費 細事業名 町民大運動会 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

各種体育大会を開催し、町民相互の交流を深めると
ともに、健康づくり・体力づくりを進める。

予
算
科
目

一般会計

教育費 決　算　額 5,333

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 保健体育総務費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 5,780

10

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 5,333

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

より多くの方に参加していただけるよう事業内
容を見直しを図りながら推進する。

各種大会では、体育協会やスポーツ推進
委員の協力をえながら開催することができ
た。

スムーズな大会運営となるよう、協力人数
の増員。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 144900-02

事業名 保健体育活動推進事業経費 細事業名 児童生徒スキーリフト券事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

リフト券の積極的な活用、学校体育施設の有効活用
を図り町民の積極的なスポーツへの参加を進める。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,301

10 教育費 決　算　額 1,112

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 保健体育総務費 道支出金

起債

経費区分
臨時的経費 その他

単独事業 一般財源 1,112

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

リフト券については、リフト券の共通化、スキー
場・保護者・町の負担割合について検討を行
う。

リフト券事業、学校開放事業ともに前年並
みの利用があった。

冬期の健康やスキー振興のため、リフト券
の共通化や保護者負担の検討。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 144800-00

事業名 保健体育一般事務経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

保健体育の一般事務を行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 3,429

10 教育費 決　算　額 3,110

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 保健体育総務費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 3,110

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

保健体育事業の効率的な事業執行を行う。 近藤小学校は地域のスポーツ活動の場、
ニセコ小学校とニセコ中学校は総合体育
館の補完施設として耐震工事時期に体育
協会加盟団体に活用いただいた。

体育事業実施が効率的に進むようにす
る。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 144100-00

事業コード 144700-00

事業名 スポーツ推進委員経費 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

スポーツ振興法に基づき、スポーツ行事の企画立案・
実技指導を行い、生涯スポーツの普及を行う。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 771

10 教育費 決　算　額 759

07 保健体育費
財
源
内
訳

国庫支出金

01 保健体育総務費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 759

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

スポーツ推進委員のスポーツ技術向上を行う
とともに、自主企画歩こう会を開催する。

町民運動会や歩こう会、ラジオ体操などの
開催協力及び指導の実地を行った。ま
た、今年度新たに体力測定会の運営補助
も行った。

スポーツ委員の質や意識向上の為、研修
会等へ参加する。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課スポーツ係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　浦野　孝江 政策分類 12．スポーツ

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

24 年度事業名 有島記念館施設維持管理経費 細事業名 - 

06 社会教育費

事業期間 24

経費区分
経常的経費

単独事業

03 有島記念館費

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

教育費 決　算　額

使用料

10

　今後も来館者に親しまれる施設であるよう適切な維
持管理に努めていく。

予
算
科
目

一般会計

6,980

道支出金

起債

財
源
内
訳

6,179

　来館者への適切なサービスを維持しつつ経
費の削減に努める。光熱水費等は、天候や燃
料価格の動向等、外的要因に左右されるとい
う問題がある。常設展示室の地中熱ヒートポン
プの状況も注視していきたい。

当初予定していた施設修繕に加え、補正
等も行い修繕を実施した。今後も経年劣
化によるものや突発的なものなど、修繕の
対応をしていく。

来館者が快適に観覧できるような施設の
維持管理に努める。

2,727

4,253

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

Ｂ
　維持管理・施設整備に経費がかかっているが、入館者数が年々減少している。町民とのつな
がりや観光的な入館者数増の方法について検討する必要がある。

政策分類 11．芸術・文化

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

総合計画
の体系

町民学習課有島記念館係

係長　樋口範幸

戦略ビジョン

政策分類

　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

単独事業 一般財源 1,248

事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

公園内の芝は昨年度も補修してきている
が、依然痛んでいる箇所も見受けられる。

管理業者との密な連絡調整。

教育費
　有島記念公園・親水公園について、憩いの場として
適切な維持管理を実施していく。

今後の事業方針 Ａ

事業実施時の問題点・検討課題

　公園等管理業務は建設課にて一括発注の
ため、管理業者と十分な連絡調整が必要であ
る。公園内の芝は一部痛みが目立っている。
花苗の植え込みはニセコ高校に依頼してい
る。

社会教育費

担当課係名

担当者職氏名

国庫支出金

その他

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

11．芸術・文化

事
業
目
的
・
目
標

1,248

03

1,349

予
算
科
目

決　算　額
当初予算額

10

有島記念館費 道支出金

06

経費区分
経常的経費

起債

財
源
内
訳

事
業
費

（

千
円

）

一般会計

事業名 有島公園施設等維持管理経費 細事業名 - 24 年度

事業コード 144200-00

事業期間 24

事業コード 144300-00

事業名 有島記念館施設整備事業 細事業名 - 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　有島記念館を良好な状態に保ち、適正な施設整備
を行う。

予
算
科
目

一般会計

教育費10

経費区分
投資的経費

03 有島記念館費 道支出金

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

その他

13,363

起債 13,100

決　算　額 13,216

単独事業 一般財源 116

担当者職氏名 係長　樋口範幸

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価

　有島記念館周辺整備計画により景観保全
や案内サインの再整備などを進め、有島記念
館の魅力を発信する。本年度は景観保全の
ための用地購入と遊歩道設置の工事を行う。

有島記念館周辺整備計画の内容精査を
行い計画実施の準備を実施。

担当課係名 総合計画
の体系 政策分類

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

11．芸術・文化

来年度への課題・改善点等

円滑な事業実施を図る。

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

町民学習課有島記念館係 戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 144500-01

24 年度事業名 有島記念館事業 細事業名 有島記念館事業事務経費

06 社会教育費

事業期間 24

経費区分
経常的経費

単独事業

03 有島記念館費

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

教育費 決　算　額

その他

10

　有島記念館事業を効率的・効果的に実施することを
目的に、事務管理に係る全般的な経費を計上する。

予
算
科
目

一般会計

8,042

道支出金

起債

財
源
内
訳

8,067

　効率的な事務事業に務める。 予定どおり事務事業を執行した。入館者
数については前年比約100名の減となっ
ている。

有島記念館についてのＰＲを積極的に行う
とともに、魅力的な館運営に努める。

99

7,943

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます担当課係名 町民学習課有島記念館係

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 144500-03

事業名 有島記念館事業 細事業名 有島武郎青少年公募絵画展事業 事業期間 24 24 年度

10

経費区分
臨時的経費

単独事業

03 有島記念館費

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額

一般財源

教育費 決　算　額 662

道支出金

起債

その他

662

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

　青少年の美術文化の創造とその発表の機会を提供
する。

予
算
科
目

一般会計 675

　審査員が多忙なため、連絡調整を密にして
実施する。

多数の応募があり有島武郎賞ほか各賞を
決定でき、事業の定着がみられる。

審査員の世代交代について検討を行う。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 144500-04

事業名 有島記念館事業 細事業名 有島記念館展示事業 事業期間 24 24 年度

教育費10

経費区分
臨時的経費

単独事業

03 有島記念館費 道支出金

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 1,670

起債

ふさとづくり寄附金 2,550

決　算　額 2,874

一般財源 324

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

　様々な角度から有島武郎を始めとする文化活動を
広く、わかりやすく紹介する。

予
算
科
目

一般会計

　企画展については多くの方に関心を持っても
らえるようテーマ設定等留意する。

常設展示のほか企画展を開催し、地域の
方に親しんでもらえるような館の運営を行
なうことができた。
また、貴重な有島武郎直筆原稿やサイン
入り著作集、有島宛書簡を購入し、有島
研究・展示資料の収集・確保を行なうこと
ができた。

地域に根ざした館として、専門性を保ちつ
つ幅広いテーマでの展示を行なうなど、よ
り魅力的な運営を行なう。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　町内入館者数の割合の少なさからも町民が関心を持てる企画展の実施が必要。

事業コード 144500-05

事業名 有島記念館事業 細事業名 有島記念館研究事業 事業期間 24 24 年度

教育費10

経費区分
臨時的経費

03 有島記念館費 道支出金

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 795

起債

その他

決　算　額 1,730

単独事業 一般財源 1,730

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

事
業
目
的
・
目
標

　収蔵資料の整理や適正な方法による保管を行い、
研究を深める。

予
算
科
目

一般会計

　有島文学に関する資料の充実や展示・研究
に活用するため、専門書・研究書の購入を行
う。

収蔵庫の環境整備を行い、資料の保管体
制の改善を行なった。

収蔵庫の燻蒸を実施し、継続して収蔵庫
の環境改善を進める。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし



Ｈ ～

款

項

目

Ｈ ～

款

項

目

事業コード 144500-06

事業名 有島記念館事業 細事業名 有島武郎講座事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　有島武郎と有島記念館について広くアピールし、より
親しみを持ってもらうため、町民参加型のイベントを開
催する。 予

算
科
目

一般会計

教育費 決　算　額 545

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

03 有島記念館費 道支出金

事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 488

10

起債

経費区分
臨時的経費 事業補助 116

単独事業 一般財源 429

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　開催時期や内容等、来館者に満足いただけ
るよう検討する。

有島一族の湯浅照子氏によるオルガンコ
ンサートやアート教室など、イベントを開催
し多くの来場者があり、有島記念館を身近
な存在とすることができた。

定着が見られるコンサートの開催や、継続
したイベントの実施により、また来たいと思
わせる館の運営を進める。

今後の事業方針 Ａ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸 政策分類 11．芸術・文化

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見

Ｂ 　特になし

事業コード 144500-08

事業名 有島記念館事業 細事業名 有島記念館土産品等販売事業 事業期間 24 24 年度

事
業
目
的
・
目
標

　収入確保と来館者の満足向上、イメージアップを目
的として、土産品等を販売する。

予
算
科
目

一般会計 事
業
費

（

千
円

）

当初予算額 192

10 教育費 決　算　額 165

06 社会教育費
財
源
内
訳

国庫支出金

03 有島記念館費 道支出金

起債

経費区分
経常的経費 その他

単独事業 一般財源 165

事業実施時の問題点・検討課題 事業実績・成果・評価 来年度への課題・改善点等

　仕入れについては、欠品せずかつ在庫過剰
とならないよう留意する。

　有島武郎関連書籍やオリジナルグッズ
（時計、ガラス細工外）、有島煎餅などを
販売。

来館者のニーズを探りながら商品の整理
が必要。

今後の事業方針 Ｂ 　A 拡大・発展   B 改善・変更   C 縮小・整理  　D 縮小・廃止　 E 完了　F その他（　　　　　）

担当課係名 町民学習課有島記念館係 総合計画
の体系

戦略ビジョン ７．町民が共に学び合い、支え合う文化を育てます

担当者職氏名 係長　樋口範幸

Ｂ 　特になし

政策分類 11．芸術・文化

外部評価委員会評価

評　価 評　価　委　員　会　意　見


